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醒 
8月25日、ミュージアム都留にお

いて、「市長と語る井戸端会議」（つる

女性会議）を開催しました。会議には、
各種女性団体や市民の方が参加し、協
働のまちづくりをはじめとしたさまざ
まなテーマについて市長と対話を行い

ました。
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土地　　　　　　　　　　も 

臆女性参加者
の方々と意見
交換する小林
市長。さまざ
まな意見が活
発に出され、
非常に有意義
な会となりま
した。

つるこどもフェスタが開催
されました！

9月11日、都の杜うぐいすホール

にて、つるこどもフェスタが開催され
ました。

楽しい催しものが目白押しで、多
くのちびっこが参加し、楽しんでい
ました。
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こ
の
会
議
は
、
女
性
が
普
段
の
生
活
の

中
で
感
じ
る
市
政
に
つ
い
て
の
憲
見
や
質

問
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
提
案
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
市
長
と
意
見
交
換
し
、

話
し
合
う
も
の
で
す
。

今
回
は
約
5
0
名
が
参
加
し
、
「
市
の
政

策
に
対
す
る
方
向
性
等
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
政
策

や
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
市
長
か
ら
説
明

し
た
後
、
各
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

した。意
見
交
換
で
は
、
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
や
「
川
の
ゴ
ミ
対
策
」
に
つ
い
て
、
ま

た
、
「
市
立
病
院
の
医
療
に
つ
い
て
」
、
「
愛

育
活
動
の
普
及
、
啓
発
に
つ
い
て
」
と
、

非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
内
容
で
行
わ
れ
ま

した。こ
れ
か
ら
の
都
留
市
の
発
展
に
向
け
た

建
設
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、
非
常
に
有
意

義
な
語
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
大
盛
況
で
し
た
。
大

ホ
ー
ル
で
は
「
N
H
K
お
か
あ
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
1
8
代
目
歌
の
お
ね
え
さ
ん
・
つ

の
だ
り
よ
う
こ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
お
じ
ゃ
る

丸
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
小
ホ
ー
ル
で
は

親
子
リ
ズ
ム
や
積
み
木
広
場
、
バ
レ
エ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ま
た
、
ク
ラ
フ
ト
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
に
花
を
添
え
た
の
が
、
つ
る

ピ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
、
近
隣
の
遊
園
地
マ
ス
コ
ッ

ト
な
ど
が
大
集
結
し
、
ち
び
っ
こ
た
ち
と

触
れ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
野
外
イ
ベ
ン
ト
で
は
多
く
の
出

店
が
あ
り
、
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま

した。当
日
の
参
加
者
数
は
、
1
、
5
0
0
人

を
超
え
、
大
盛
況
の
う
ち
に
フ
ェ
ス
タ
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し

た
方
た
ち
も
、
大
変
満
足
し
て
い
た
よ
う

です。


